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会議の名称 平成 31 年度（令和元年度）第 5 回福津市郷づくり推進協議会代表者会議 

開催日時 令和 2 年 2 月 7 日（金）15：00～16：05 

開催場所 福津市役所別館 大ホール 

委員 

勝 浦 ： 新海 悦生 、 荻原 哲夫 

津屋崎 ： 山脇  清  、 御厨 忠男 

福 間 ： 佐伯 美保 、 梅谷 寧次 

神 興 ： 富松 亨一 、 山西 祐司 

上西郷 ： 今里 幸和 、 楢原 純江 

神興東 ：  奥   弘子  

福間南 ： 石橋 和義 、 山本 正則 

専任事務局員 
勝浦：花田孝信、津屋崎：大神常男、宮司：三原道雄、福間：廣渡策生、 

神興：君嶋久美子、上西郷：水上清香、神興東：中里恵子、福間南：古里美津子 

職員 
男女共同参画推進室：阿部係長 

防災安全課：松尾係長、竹田 

事務局 郷づくり支援課：辻課長、徳永係長、津山 

会

議 

内容 

1． 部長あいさつ 

2． 説明・報告事項 

①令和 2 年度男女共同参画地域推進員の推薦について 

②令和元年度全市一斉防災訓練の報告について 

3． 意見交換 

①各郷づくりの部会員同士の交流を図る企画等について 

4． その他 

配付資料 

□令和 2 年度男女共同参画地域推進員の推薦について（お願い） 

□令和元年度全市一斉防災訓練（必須訓練集計表、任意訓練集計表） 

□防災推進員に関する経過報告 

□防災協定締結団体一覧 
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会議内容（要点） 

 

1．部長あいさつ 

地域振興部長は欠席のため、郷づくり支援課長があいさつを述べた。 

 

2．説明事項 

（１）令和 2 年度男女共同参画地域推進員の推薦について 

 男女共同参画推進室が令和 2 年度男女共同参画地域推進員の推薦について説明した。 

 

（男女共同参画推進室） 

 各郷づくり推進協議会から、男性１名、女性 1名の男女共同参画地域推進員を推薦していた

だきたい。推薦書を 5月 29 日までに男女共同参画推進室に提出いただきたい。 

 

（２）令和元年度全市一斉防災訓練の報告について 

 防災安全課が令和元年度全市一斉防災訓練の報告、防災推進員、防災協定、戸別受信機につ

いて説明した。 

 

（防災安全課） 

 ・防災訓練について 

 昨年よりも住民の防災訓練参加者は千人ほど減っている。市役所では、災害対策本部設置訓

練、災害拠点病院と連携した訓練を行った。 

 ・防災推進員について 

昨今の災害発生状況を鑑み、自助、共助を進める必要がある。そのため、防災推進員を設置

したい。4月以降に募集をかけたい。 

・防災協定について 

平成 17 年頃から、建設業界や物品関係、大規模商業施設、飲料水関係、電気、医療関係の団

体、企業と協定を結んでおり、今後は食品関係の団体、企業との協定を考えている。 

・戸別受信機について 

 近隣で戸別受信機を全戸に配布している町もあるが、より良い情報提供の方法を今後も検討

していく。各郷づくりの拠点には、2月もしくは 3月に戸別受信機の設置をさせていただく。 

 

（会長） 

 一斉防災訓練と同じ日に小学校が児童の受渡しをしているが、そのことが防災訓練の参加状

況に影響しているのではないか。全市一斉の訓練なので、日程調整を計っていただきたい。  

 

（委員） 

 参加者数の集計で昨年より参加率が減っているが、市はどのような対策を考えているか。 

 

（防災安全課） 

 個別に自治会への声掛け等、訓練参加への啓発を行っていきたい。 

 

（委員） 

 訓練内容のマンネリ化が参加者数に影響していると思われる。各地域任せではなく、防災安

全課でも何か訓練の内容を示していただきたい。 

 

（防災安全課） 

 訓練内容のマンネリ化はどこの市町村でも課題となっている。何か情報提供できるものを考

えていく。 

 

（委員） 
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 自主防災組織の結成、活性化マニュアルを早急に作成して、郷づくりで利用できるようにし

ていただきたい。 

 

（会長） 

 できるだけ早く対応をお願いしたい。また、防災協定の内容について、概要をまとめたもの

を、各郷づくり協議会に配布していただきたい。 

 

（委員） 

 防災推進員は具体的に何をするのか、どういった位置づけなのか、市の構想を教えていただ

きたい。 

 

（防災安全課） 

 防災推進員の役割について、専門家としての役割は考えていない。負担の少ないかたちで、

防災気運の醸成に繋がる動きをしてほしいと考えている。 

 

3．意見交換 

（１）各郷づくりの部会員同士の交流を図る企画等について 

（委員） 

 福祉や子育て等、各郷づくりで悩みを抱えながら活動している。部会員同士で意見交換、研

修、講義等共同で開催できたらと考えている。案内のチラシ作成等、学べる機会があれば良い

と思い提案する。 

 

（会長） 

 以前、広報秘書課職員が広報を作るスキルの講習をしていた記憶があるが、工夫すれば、費

用をかけずにできるのではないか。 

 

（郷づくり支援課長） 

 市の職員や外部からの人材、もしくは協議会から、部会員がお互いに学ぶことができればと

考えている。 

 

（委員） 

 各郷づくりのそれぞれの分野の部会員が集まる機会を作り、そこをスキルアップの場として

いくことができれば良い。郷づくり全体として取り組んでいきたい。 

 

（会長） 

 来年度にどのような形で進めていくか会長会で協議していく。 

  

4. その他 

（委員） 

 教育総務課による学校新設の説明会があり、福間郷づくりでは、さまざまな意見が出され

た。子供たちにとって何が良いのか、市と郷づくり全体で考えていけたら良いと思う。 

 

（会長） 

 福間南郷づくりでも説明は受けた。最終的には議会の中で決定することではあるが、検討し

た内容についての説明が不十分である。 

 

（委員） 

 校舎増築の話は知っているが、学校新設のことは何も知らなかった。一部地域のことだけで

はなく、市全体のこととして考えていただきたい。 
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（郷づくり支援課長） 

 教育総務課が担当しており、説明会でいろいろな意見をいただいたので、調整をしていると

ころである。この場で出た意見についても、担当課に伝える。 

 

 

 


